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③ ごのへ議会だより 第17号 ごのへ議会だより 第17号 ②

委
員
会
付
託
と
は

　本
会
議
で
議
題
と

な
っ
て
い
る
議
案
な

ど
に
つ
い
て
、
所
管

す
る
委
員
会
な
ど
へ

詳
し
い
審
査
や
調
査

を
委
ね
る
こ
と
。

質
問
　
三
浦
專
治
郎
議
員

　
消
防
団
加
入
促
進
モ
デ
ル

事
業
委
託
金
と
は
。

答
弁
　
佐
々
木
総
務
課
長

　
国
の
モ
デ
ル
事
業
。
講
師

の
指
導
の
下
、
町
民
と
消
防

団
員
等
が
災
害
時
の
疑
似
体

験
を
行
う
も
の
。

質
問
　
三
浦
專
治
郎
議
員

　
農
林
水
産
業
費
の
機
構
集

積
協
力
金
と
は
。

答
弁
　
畑
山
農
林
課
長

　
農
地
中
間
管
理
機
構
に
農

地
を
貸
借
す
る
方
に
対
し
協

力
金
を
支
払
う
制
度
で
、
想

定
以
上
に
利
用
者
が
あ
り
補

正
す
る
も
の
。

質
問
　
髙
山
議
員

　
情
報
対
策
費
に
ク
ラ
ウ
ド

利
用
料
と
あ
る
が
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
は
。

答
弁
　
小
村
企
画
振
興
課

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
と
同
様
に

万
全
を
期
し
た
い
。

●
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）６５

７
万
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

21
億
７
８
２
６
万
９
千
円

主
な
内
容

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
等

６
５
７
万
円

●
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

  

（
第
１
号
）

・
収
益
的
収
入

１
億
７
９
２
０
万
６
千
円

増
の
28
億
８
４
７
２
万
５

千
円

主
な
内
容

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

・
収
益
的
支
出

６
５
３
万
円
増
の
28
億
７

４
０
３
万
２
千
円

主
な
内
容

　
施
設
内
機
械
修
繕
費

・
資
本
的
収
入

企
業
債
４
３
０
万
円
、
出

資
金
３
０
７
６
万
４
千
円

を
追
加
し
２
億
８
７
２
２

万
９
千
円

・
資
本
的
支
出

建
設
改
良
費
３
８
３
万
８

千
円
を
追
加
し
４
億
６
８

８
５
万
８
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

●
平
成
26
年
度
五
戸
町
一
般

会
計
・
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算

●
平
成
26
年
度
五
戸
町
病
院

事
業
会
計
決
算

全
員
賛
成
で
認
定

※

審
議
内
容
は
別
ペ
ー
ジ
に

掲
載

 

●
労
働
基
準
法
及
び
労
働
者

派
遣
法「
改
正
」に
反
対
す

る
意
見
書
採
択
の
陳
情

陳
情
者

　
青
森
県
労
働
組
合
総
連
合

・
総
務
常
任
委
員
会
へ
付
託

　
　
　
　
　
　
　
　
不
採
択

●
外
国
人
の
扶
養
控
除
制
度

の
見
直
し
を
求
め
る
意
見

書
採
択
を
求
め
る
陳
情

陳
情
者

　
小
坪 

慎
也

・
総
務
常
任
委
員
会
へ
付
託

　
　
　
　
　
　
　
　
採
択

●
米
価
暴
落
対
策
の
意
見
書

を
求
め
る
陳
情

陳
情
者

　
青
森
県
農
民
運
動
連
合
会

・
経
済
常
任
委
員
会
へ
付
託

　
　
　
　
　
　
　
　
採
択

●
外
国
人
の
扶
養
控
除
制
度

の
見
直
し
を
求
め
る
意
見

書
に
つ
い
て

　
衆
参
両
議
院
議
長
及
び
関

係
閣
僚
あ
て

●
政
府
に
よ
る
米
価
対
策
を

求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

　
衆
参
両
議
院
議
長
あ
て

全
員
賛
成
で
可
決

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

◎
髙
　
谷
　
善
　
信
　
氏

（
67
歳
）

大
字
倉
石
又
重
字
太
田

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

の
選
任

◎
川
　
﨑
　
弘
　
司
　
氏

（
68
歳
）

大
字
切
谷
内
字
切
谷
内
村

全
員
賛
成
で
同
意

●
ひ
ば
り
野
公
園
駐
車
場
用

地
取
得（
１
１
３
台
分
）

・
五
戸
町
大
字
豊
間
内
字
地

蔵
平

３
０
５
３
㎡

１
７
０
９
万
７
千
円

●
町
営
住
宅
ひ
ば
り
野
団
地

建
設（
８
世
帯
分
）

・
沢
田
・
山
耕
特
定
建
設
工

事
共
同
企
業
体

１
億
４
０
４
０
万
円

全
員
賛
成
で
可
決

●
平
成
26
年
度
青
森
県
新
産

業
都
市
建
設
事
業
団
の
決

算
に
つ
い
て

●
平
成
26
年
度
決
算
に
基
づ

く
財
政
の
健
全
化
判
断
比

率
に
つ
い
て

●
平
成
26
年
度
公
営
企
業
決

算
に
基
づ
く
経
営
の
資
金

不
足
比
率
に
つ
い
て

●
青
森
県
新
産
業
都
市
建
設

事
業
団
に
委
託
す
べ
き
事

業
に
関
す
る
計
画
の
一
部

変
更
に
係
る
協
議
に
つ
い

て
全
員
賛
成
で
可
決

●
五
戸
町
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
改
正

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
伴

う
改
正
。

●
五
戸
町
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
改
正

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
伴

う
改
正
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
。

　
報
道
等
か
ら
も
不
安
を
感

じ
て
い
る
方
が
多
い
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。
国
の
対
応

策
に
合
わ
せ
万
全
を
期
し
た

い
。

全
員
賛
成
で
可
決

答
弁 

倉
橋
総
務
課
長

●
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
３
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

４
億
３
０
９
９
万
６
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

94
億
４
７
５
２
万
３
千
円

主
な
内
容

・
病
院
事
業
会
計
負
担
金

２
億
６
０
７
３
万
６
千
円

・
ひ
ば
り
野
公
園
駐
車
場
拡

張
工
事
費

５
７
５
４
万
８
千
円

・
㈱
倉
石
地
域
振
興
公
社
出

資
金

１
０
０
０
万
円

　
子
育
て
ア
パ
ー
ト
等
入
居

費
助
成
事
業
費
補
助
金
制
度

施
行
日
前
に
入
居
し
て
対
象

に
な
ら
な
い
方
に
対
し
て
の

対
策
は
。

　
ど
こ
か
で
線
を
ひ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
難
し
い

が
、
な
に
か
で
き
な
い
か
考

え
た
い
。

議決件数　２件

原案可決

２　件

同　　意

０　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

第32回　平成27年８月　臨時会
８月４日に１日間の会期で臨時会が開催されました。

議決件数　12件（うち議会案　２件）

原案可決

８　件

同　　意

２　件

承　　認

０　件

認　　定

２　件

第33回　平成27年９月　定例会
９月10日から16日までの７日間の会期で定例会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

町
長
提
出
案
件

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

報
告
に
審
議
は
あ
り
ま
せ
ん

質
疑

質
疑

議
会
提
出
案
件

た
か

か
わ

さ
き

こ
う

じ

や

よ
し

の
ぶ

売
買
契
約
の
締
結
　
１
件

条
例
の
一
部
改
正
　
２
件

工
事
請
負
契
約
の
締
結
　
１
件

報
告
　
３
件

協
議
　
１
件

補
正
予
算
　
３
件

意
見
書
案
　
２
件

人
事
　
２
件

質
問
　
大
久
保
議
員

質
問
　
若
宮
議
員

答
弁

　佐
々
木
総
務
課
長

答
弁

　三
浦
町
長

陳
情
の
審
議

認
定
　
２
件
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て
、
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員
会
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へ
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審
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消
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促
進
モ
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業
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弁
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々
木
総
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課
長

　
国
の
モ
デ
ル
事
業
。
講
師

の
指
導
の
下
、
町
民
と
消
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団
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等
が
災
害
時
の
疑
似
体

験
を
行
う
も
の
。

質
問
　
三
浦
專
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郎
議
員

　
農
林
水
産
業
費
の
機
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集

積
協
力
金
と
は
。

答
弁
　
畑
山
農
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課
長

　
農
地
中
間
管
理
機
構
に
農

地
を
貸
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す
る
方
に
対
し
協

力
金
を
支
払
う
制
度
で
、
想

定
以
上
に
利
用
者
が
あ
り
補

正
す
る
も
の
。

質
問
　
髙
山
議
員

　
情
報
対
策
費
に
ク
ラ
ウ
ド

利
用
料
と
あ
る
が
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
は
。

答
弁
　
小
村
企
画
振
興
課

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
と
同
様
に

万
全
を
期
し
た
い
。

●
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）６５

７
万
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
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21
億
７
８
２
６
万
９
千
円

主
な
内
容

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
等

６
５
７
万
円

●
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

  

（
第
１
号
）

・
収
益
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入

１
億
７
９
２
０
万
６
千
円

増
の
28
億
８
４
７
２
万
５
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円

主
な
内
容

　
一
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会
計
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入
金
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収
益
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支
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６
５
３
万
円
増
の
28
億
７

４
０
３
万
２
千
円

主
な
内
容

　
施
設
内
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修
繕
費
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資
本
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収
入

企
業
債
４
３
０
万
円
、
出

資
金
３
０
７
６
万
４
千
円

を
追
加
し
２
億
８
７
２
２

万
９
千
円

・
資
本
的
支
出

建
設
改
良
費
３
８
３
万
８

千
円
を
追
加
し
４
億
６
８

８
５
万
８
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

●
平
成
26
年
度
五
戸
町
一
般

会
計
・
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算

●
平
成
26
年
度
五
戸
町
病
院

事
業
会
計
決
算

全
員
賛
成
で
認
定

※

審
議
内
容
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別
ペ
ー
ジ
に

掲
載
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反
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求
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求
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司
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台
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０
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㎡

１
７
０
９
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千
円

●
町
営
住
宅
ひ
ば
り
野
団
地

建
設（
８
世
帯
分
）

・
沢
田
・
山
耕
特
定
建
設
工

事
共
同
企
業
体

１
億
４
０
４
０
万
円

全
員
賛
成
で
可
決

●
平
成
26
年
度
青
森
県
新
産

業
都
市
建
設
事
業
団
の
決

算
に
つ
い
て

●
平
成
26
年
度
決
算
に
基
づ

く
財
政
の
健
全
化
判
断
比

率
に
つ
い
て

●
平
成
26
年
度
公
営
企
業
決

算
に
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づ
く
経
営
の
資
金

不
足
比
率
に
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い
て

●
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森
県
新
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業
都
市
建
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事
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に
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託
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き
事

業
に
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す
る
計
画
の
一
部

変
更
に
係
る
協
議
に
つ
い

て
全
員
賛
成
で
可
決

●
五
戸
町
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
改
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・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
伴

う
改
正
。

●
五
戸
町
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
改
正

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
伴

う
改
正
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
。

　
報
道
等
か
ら
も
不
安
を
感

じ
て
い
る
方
が
多
い
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。
国
の
対
応

策
に
合
わ
せ
万
全
を
期
し
た

い
。

全
員
賛
成
で
可
決

答
弁 

倉
橋
総
務
課
長

●
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
３
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

４
億
３
０
９
９
万
６
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

94
億
４
７
５
２
万
３
千
円

主
な
内
容

・
病
院
事
業
会
計
負
担
金

２
億
６
０
７
３
万
６
千
円

・
ひ
ば
り
野
公
園
駐
車
場
拡

張
工
事
費

５
７
５
４
万
８
千
円

・
㈱
倉
石
地
域
振
興
公
社
出

資
金

１
０
０
０
万
円

　
子
育
て
ア
パ
ー
ト
等
入
居

費
助
成
事
業
費
補
助
金
制
度

施
行
日
前
に
入
居
し
て
対
象

に
な
ら
な
い
方
に
対
し
て
の

対
策
は
。

　
ど
こ
か
で
線
を
ひ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
難
し
い

が
、
な
に
か
で
き
な
い
か
考

え
た
い
。

議決件数　２件

原案可決

２　件

同　　意

０　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

第32回　平成27年８月　臨時会
８月４日に１日間の会期で臨時会が開催されました。

議決件数　12件（うち議会案　２件）

原案可決

８　件

同　　意

２　件

承　　認

０　件

認　　定

２　件

第33回　平成27年９月　定例会
９月10日から16日までの７日間の会期で定例会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

町
長
提
出
案
件

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

報
告
に
審
議
は
あ
り
ま
せ
ん

質
疑

質
疑

議
会
提
出
案
件

た
か

か
わ

さ
き

こ
う

じ

や

よ
し

の
ぶ

売
買
契
約
の
締
結
　
１
件

条
例
の
一
部
改
正
　
２
件

工
事
請
負
契
約
の
締
結
　
１
件

報
告
　
３
件

協
議
　
１
件

補
正
予
算
　
３
件

意
見
書
案
　
２
件

人
事
　
２
件

質
問
　
大
久
保
議
員

質
問
　
若
宮
議
員

答
弁

　佐
々
木
総
務
課
長

答
弁

　三
浦
町
長

陳
情
の
審
議

認
定
　
２
件
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一
般
会
計
の
自
主
財
源
で
あ
る

町
税
や
使
用
料
な
ど
は
25
・
２
％
と

な
っ
て
お
り
、
地
方
交
付
税
や
町

債
な
ど
の
依
存
財
源
が
74
・
８
％
を

占
め
、
町
財
政
の
多
く
が
国
や
県

か
ら
の
お
金（
交
付
税
・
支
出
金
・

交
付
金
）と
借
金（
町
債
）に
頼
っ
て

い
ま
す
。

　
歳
入
歳
出
と
も
に
前
年
度
に
比

べ
約
13
億
円
の
減
額
と
な
り
、
主

な
要
因
は
、
五
戸
小
学
校
校
舎
や

体
育
館
な
ど
の
改
築
が
完
了
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
人
件
費
や
公
債
費（
借
金

返
済
）な
ど
の
義
務
的
経
費
は
、
歳

出
全
体
の
36
・
５
％
を
占
め
、
前
年

度
に
比
べ
４
千
67
万
円
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

未
収
金（
滞
納
）総
額

３
億
８
６
１
２
万
円

　
平
成
26
年
度
末
の
未
収
金
は
、

３
億
８
６
１
２
万
円
で
、
町
税
と

国
民
健
康
保
険
税
で
86
・
５
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
前
年
度
末
に
比
べ
５
２

９
９
万
円
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
不
納
欠
損

処
分
に
よ
る
も
の
で
す
。

不
納
欠
損
処
分
と
は

　
滞
納
者
が
死
亡
し
相
続

人
も
い
な
い
、
行
方
不
明

な
ど
の
理
由
で
滞
納
分
の

徴
収
が
で
き
な
く
な
っ
た

場
合
、
そ
の
金
額
を
消
滅

さ
せ
る
こ
と
。

町
債

　
町
財
政
の
借
金
で
あ
る
町
債
合
計
は
、

１
８
６
億
６
１
７
６
万
円
で
、
前
年
度

に
比
べ
て
１
億
１
０
３
万
円
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
決
算
状
況

＜財 源 構 成＞
自主財源
２５．２％
（町税など）

依存財源
７４．８％

（地方交付税など）

平 成 26 年 度 決 算

「
借
金  

町
民
一
人
１
０
１
万
円
」

基
金

　
一
方
、
貯
金
で
あ
る
基
金
合
計
は
、
34
億

５
１
７
９
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
３
億

２
５
９
６
万
円
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

「
貯
金  

町
民
一
人
18
万
円
」

民生費
24億3906万円
24.9%

公債費
12億4543万円
12.7%

総務費
15億4832万円
15.8%

土木費
6億8036万円
6.9%

教育費
9億4645万円
9.6%

民生費
24億3906万円
24.9%

公債費
12億4543万円
12.7%

総務費
15億4832万円
15.8%

衛生費
14億1187万円
14.4%

土木費
6億8036万円
6.9%

農林水産業費
4億945万円
4.2%

消防費
9億1535万円
9.3%

議会費
1億1316万円
1.2%

商工費
7112万円
0.7%

その他
3279万円
0.3%

町税
14億3874万円
14.2%

自主財源
25億4605万円
25.2%

依存財源
75億7290万円
74.8%

地方交付税
45億8054万円
45.3%

町債
13億3820万円
13.2%

国・県支出金
13億1186万円
13.0%

町税
14億3874万円
14.2%

自主財源
25億4605万円
25.2%

依存財源
75億7290万円
74.8%

地方交付税
45億8054万円
45.3%

町債
13億3820万円
13.2%

国・県支出金
13億1186万円
13.0%

地方消費税交付金
1億9566万円
1.9%

地方譲与税
1億1313万円
1.1%

その他交付金
3351万円
0.3% 繰入金

6億5145万円 
6.5%
その他

1億7546万円
1.7%

分担金及び負担金
1億4677万円 
1.5%

使用料及び手数料
8009万円
0.8%

繰越金
5354万円
0.5%

歳　出 歳　入

会　計　名

一　般　会　計

特

別

会

計

後期高齢者医療

国民健康保険

介護保険

下水道事業

農業集落排水処理
施設事業
簡易水道事業

住宅用地造成事業等

ケーブルテレビ事業

病院事業会計

収益的収支

資本的収支

歳　　入

101億1895万円

4億 706万円

25億2470万円

23億8666万円

4億5374万円

1億5333万円

1億 640万円

2600万円

2641万円

収　　入

27億2839万円

2億2945万円

歳　　出

98億1336万円

4億 535万円

24億1645万円

22億7017万円

4億5163万円

1億5180万円

1億 465万円

1895万円

2446万円

支　　出

28億 495万円

4億2872万円

差　　引

3億 559万円

171万円

1億 825万円

1億1649万円

211万円

153万円

175万円

705万円

195万円

差　　引

△ 7656万円

△1億9927万円

一　般　会　計　決　算

区　　分 26年度末 25年度末 増減額
町税＊ 1億3500万円 1億4918万円 △ 1418万円
保育料負担金 68万円 151万円 △ 83万円
五戸台地負担金 706万円 1107万円 △ 401万円
給食費保護者負担金 239万円 231万円 8万円
ブドロク放牧場使用料 148万円 71万円 77万円
町営住宅使用料及び共益費 136万円 130万円 6万円
土地貸付料 417万円 526万円 △ 109万円
奨学資金償還金 955万円 1081万円 △ 126万円
後期高齢者医療保険料 242万円 946万円
国民健康保険税 1億9904万円 2億2615万円

△ 704万円

介護保険料 470万円 421万円
△ 2711万円

49万円
下水道受益者負担金・使用料 817万円 823万円 △ 6万円
農業集落排水分担金・使用料 246万円 246万円 0万円
簡易水道使用料

一般会計
会　　計　　名 26年度末

下水道事業特別会計
113億 835万円

農業集落排水処理施設事業特別会計
27億9440万円

簡易水道事業特別会計
8億9995万円

五戸町病院事業会計

基　　金　　名 基　　金　　名

財政調整基金

減債基金

土地開発基金

泉山教育振興基金

木村秀政教育振興基金

公共施設等整備基金

まちづくり特別事業基金

地域福祉基金

江渡恭助人材育成基金

人材育成基金

肉用牛一貫経営支援基金

26年度末

14億2933万円

4億2907万円

1億4565万円

57万円

182万円

41万円

437万円

90万円

145万円

4494万円

地域振興基金

高齢者等肉用牛特別導入事業基金

過疎地域自立促進特別事業基金

国民健康保険特別会計財政調整基金

国民健康保険高額療養費貸付基金

介護給付費準備基金

下水道整備基金

農業集落排水事業減債基金

合　　　　　計

26年度末

10億8677万円

1007万円

399万円

1億 801万円

7871万円

493万円

4732万円

2532万円

227万円

ケーブルテレビ事業基金 2582万円

34億5179万円

2億4072万円
34億1834万円

合　　　計 186億6176万円
町民１人当たり 101万円

649万円 581万円 68万円
ケーブルテレビ負担金・利用料 115万円 64万円 51万円

合　　計 3億8612万円 4億3911万円 △ 5299万円

町税等の未収金の状況

各会計の決算状況

町債（借金）の状況

基 金（積立金）の 状 況

＊町税は、町民税・固定資産税・軽自動車税の合計額
※翌年度繰越分及び未還付額は除く

※現金・貸付金の額（動産・不動産は含まない）
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一
般
会
計
の
自
主
財
源
で
あ
る

町
税
や
使
用
料
な
ど
は
25
・
２
％
と

な
っ
て
お
り
、
地
方
交
付
税
や
町

債
な
ど
の
依
存
財
源
が
74
・
８
％
を

占
め
、
町
財
政
の
多
く
が
国
や
県

か
ら
の
お
金（
交
付
税
・
支
出
金
・

交
付
金
）と
借
金（
町
債
）に
頼
っ
て

い
ま
す
。

　
歳
入
歳
出
と
も
に
前
年
度
に
比

べ
約
13
億
円
の
減
額
と
な
り
、
主

な
要
因
は
、
五
戸
小
学
校
校
舎
や

体
育
館
な
ど
の
改
築
が
完
了
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
人
件
費
や
公
債
費（
借
金

返
済
）な
ど
の
義
務
的
経
費
は
、
歳

出
全
体
の
36
・
５
％
を
占
め
、
前
年

度
に
比
べ
４
千
67
万
円
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

未
収
金（
滞
納
）総
額

３
億
８
６
１
２
万
円

　
平
成
26
年
度
末
の
未
収
金
は
、

３
億
８
６
１
２
万
円
で
、
町
税
と

国
民
健
康
保
険
税
で
86
・
５
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
前
年
度
末
に
比
べ
５
２

９
９
万
円
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
不
納
欠
損

処
分
に
よ
る
も
の
で
す
。

不
納
欠
損
処
分
と
は

　
滞
納
者
が
死
亡
し
相
続

人
も
い
な
い
、
行
方
不
明

な
ど
の
理
由
で
滞
納
分
の

徴
収
が
で
き
な
く
な
っ
た

場
合
、
そ
の
金
額
を
消
滅

さ
せ
る
こ
と
。

町
債

　
町
財
政
の
借
金
で
あ
る
町
債
合
計
は
、

１
８
６
億
６
１
７
６
万
円
で
、
前
年
度

に
比
べ
て
１
億
１
０
３
万
円
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
決
算
状
況

＜財 源 構 成＞
自主財源
２５．２％
（町税など）

依存財源
７４．８％

（地方交付税など）

平 成 26 年 度 決 算

「
借
金  

町
民
一
人
１
０
１
万
円
」

基
金

　
一
方
、
貯
金
で
あ
る
基
金
合
計
は
、
34
億

５
１
７
９
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
３
億

２
５
９
６
万
円
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

「
貯
金  

町
民
一
人
18
万
円
」

民生費
24億3906万円
24.9%

公債費
12億4543万円
12.7%

総務費
15億4832万円
15.8%

土木費
6億8036万円
6.9%

教育費
9億4645万円
9.6%

民生費
24億3906万円
24.9%

公債費
12億4543万円
12.7%

総務費
15億4832万円
15.8%

衛生費
14億1187万円
14.4%

土木費
6億8036万円
6.9%

農林水産業費
4億945万円
4.2%

消防費
9億1535万円
9.3%

議会費
1億1316万円
1.2%

商工費
7112万円
0.7%

その他
3279万円
0.3%

町税
14億3874万円
14.2%

自主財源
25億4605万円
25.2%

依存財源
75億7290万円
74.8%

地方交付税
45億8054万円
45.3%

町債
13億3820万円
13.2%

国・県支出金
13億1186万円
13.0%

町税
14億3874万円
14.2%

自主財源
25億4605万円
25.2%

依存財源
75億7290万円
74.8%

地方交付税
45億8054万円
45.3%

町債
13億3820万円
13.2%

国・県支出金
13億1186万円
13.0%

地方消費税交付金
1億9566万円
1.9%

地方譲与税
1億1313万円
1.1%

その他交付金
3351万円
0.3% 繰入金

6億5145万円 
6.5%
その他

1億7546万円
1.7%

分担金及び負担金
1億4677万円 
1.5%

使用料及び手数料
8009万円
0.8%

繰越金
5354万円
0.5%

歳　出 歳　入

会　計　名

一　般　会　計

特

別

会

計

後期高齢者医療

国民健康保険

介護保険

下水道事業

農業集落排水処理
施設事業
簡易水道事業

住宅用地造成事業等

ケーブルテレビ事業

病院事業会計

収益的収支

資本的収支

歳　　入

101億1895万円

4億 706万円

25億2470万円

23億8666万円

4億5374万円

1億5333万円

1億 640万円

2600万円

2641万円

収　　入

27億2839万円

2億2945万円

歳　　出

98億1336万円

4億 535万円

24億1645万円

22億7017万円

4億5163万円

1億5180万円

1億 465万円

1895万円

2446万円

支　　出

28億 495万円

4億2872万円

差　　引

3億 559万円

171万円

1億 825万円

1億1649万円

211万円

153万円

175万円

705万円

195万円

差　　引

△ 7656万円

△1億9927万円

一　般　会　計　決　算

区　　分 26年度末 25年度末 増減額
町税＊ 1億3500万円 1億4918万円 △ 1418万円
保育料負担金 68万円 151万円 △ 83万円
五戸台地負担金 706万円 1107万円 △ 401万円
給食費保護者負担金 239万円 231万円 8万円
ブドロク放牧場使用料 148万円 71万円 77万円
町営住宅使用料及び共益費 136万円 130万円 6万円
土地貸付料 417万円 526万円 △ 109万円
奨学資金償還金 955万円 1081万円 △ 126万円
後期高齢者医療保険料 242万円 946万円
国民健康保険税 1億9904万円 2億2615万円

△ 704万円

介護保険料 470万円 421万円
△ 2711万円

49万円
下水道受益者負担金・使用料 817万円 823万円 △ 6万円
農業集落排水分担金・使用料 246万円 246万円 0万円
簡易水道使用料

一般会計
会　　計　　名 26年度末

下水道事業特別会計
113億 835万円

農業集落排水処理施設事業特別会計
27億9440万円

簡易水道事業特別会計
8億9995万円

五戸町病院事業会計

基　　金　　名 基　　金　　名

財政調整基金

減債基金

土地開発基金

泉山教育振興基金

木村秀政教育振興基金

公共施設等整備基金

まちづくり特別事業基金

地域福祉基金

江渡恭助人材育成基金

人材育成基金

肉用牛一貫経営支援基金

26年度末

14億2933万円

4億2907万円

1億4565万円

57万円

182万円

41万円

437万円

90万円

145万円

4494万円

地域振興基金

高齢者等肉用牛特別導入事業基金

過疎地域自立促進特別事業基金

国民健康保険特別会計財政調整基金

国民健康保険高額療養費貸付基金

介護給付費準備基金

下水道整備基金

農業集落排水事業減債基金

合　　　　　計

26年度末

10億8677万円

1007万円

399万円

1億 801万円

7871万円

493万円

4732万円

2532万円

227万円

ケーブルテレビ事業基金 2582万円

34億5179万円

2億4072万円
34億1834万円

合　　　計 186億6176万円
町民１人当たり 101万円

649万円 581万円 68万円
ケーブルテレビ負担金・利用料 115万円 64万円 51万円

合　　計 3億8612万円 4億3911万円 △ 5299万円

町税等の未収金の状況

各会計の決算状況

町債（借金）の状況

基 金（積立金）の 状 況

＊町税は、町民税・固定資産税・軽自動車税の合計額
※翌年度繰越分及び未還付額は除く

※現金・貸付金の額（動産・不動産は含まない）
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問
三
浦
專
治
郎
委
員

　税
等
の
徴
収
率
が
上
が
っ

た
よ
う
だ
が
要
因
は
。

答
金
子
税
務
課
長

 

平
成
25
年
度
に
比
べ
上
が

っ
た
。
県
の
滞
納
整
理
機
構

へ
徴
収
を
お
願
い
し
な
が
ら

進
め
て
き
た
。
今
後
も
連
携

し
努
力
し
て
い
く
。

問
三
浦
專
治
郎
委
員

 

空
き
家
再
生
等
推
進
事
業

費
と
は
。

答
山
下
建
設
課
長 

　
県
道
五
戸
六
戸
線
盛
立
部

分
の
除
却
を
し
た
際
、
周
辺

の
民
家
か
ら
被
害
報
告
や
苦

情
が
あ
っ
た
場
合
の
調
査
費

用
で
あ
っ
た
が
、
な
か
っ
た

た
め
使
わ
な
か
っ
た
。

問
尾
形
委
員

 

繰
越
金
に
消
費
税
は
か
か

っ
て
い
る
の
か
。

答
山
下
建
設
課
長 

　
か
か
っ
て
い
な
い
。

問
三
浦
專
治
郎
委
員

　未
収
金
の
対
応
は
。

答
山
下
建
設
課
長

　
滞
納
者
に
は
分
割
と
か
少

し
ず
つ
で
も
納
付
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
に
歩
い
て

い
る
。
今
後
も
努
力
し
て
い

く
。

問
大
久
保
委
員

　上
市
川
団
地
完
売
後
の
次

の
施
策
は
。

答
三
浦
町
長

　
ま
だ
提
案
で
き
る
よ
う
な

段
階
に
な
い
。

問
和
田
委
員

 

会
議
、
打
合
せ
、
研
修
会

等
は
ど
の
程
度
あ
る
の
か
。

答
蝦
名
五
戸
総
合
病
院
長

　
定
期
的
な
も
の
か
ら
、
そ

う
で
な
い
も
の
と
頻
繁
に
あ

る
。
五
戸
町
で
の
開
催
の
際

に
は
出
来
る
限
り
町
内
の
店

等
を
利
用
す
る
方
向
で
動
い

て
い
く
。

問
中
川
原
委
員

　病
床
の
利
用
率
低
下
の
原

因
は
。

答
蝦
名
五
戸
総
合
病
院
長

　
長
く
入
院
さ
せ
な
い
と
い

う
国
の
方
針
が
大
き
な
原
因

と
思
わ
れ
る
。

問
三
浦
專
治
郎
委
員

　ブ
ド
ロ
ク
放
牧
場
使
用
料

の
未
収
金
の
対
応
は
。

答
畑
山
農
林
課
長

　
滞
納
者
に
は
少
し
ず
つ
で

も
納
付
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
中
に
は
現
在
も
利
用
し

て
い
て
滞
納
額
が
増
え
て
い

る
方
が
い
る
。
対
応
を
考
え

た
い
。

問
若
宮
委
員

　立
会
人
の
選
任
は
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
候
補
者
と
立
会
人
の
関

係
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答
金
澤
選
挙
管
理
委
員
長

　
前
任
者
や
自
治
会
長
等
か

ら
推
薦
し
て
い
た
だ
い
て
選

任
し
て
い
る
。
候
補
者
と
の

関
係
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、

運
動
員
で
あ
る
こ
と
を
届
け

出
た
方
に
は
遠
慮
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

問
中
川
原
委
員

　倉
石
温
泉
の
利
用
状
況
は
。

答
鈴
木
福
祉
保
健
課
長

 

平
成
25
年
度
は
４
万
４
７

８
人
。
平
成
26
年
度
は
４
万

２
１
５
人
が
利
用
し
て
い
る
。

問
三
浦
專
治
郎
委
員

　米
寿
の
88
歳
の
方
へ
の
記

念
品
は
ど
の
よ
う
に
決
め
て

い
る
の
か
。

答
鈴
木
福
祉
保
健
課
長

 

委
託
先
の
社
会
福
祉
協
議

会
で
協
議
し
て
決
め
て
い
る
。

現
在
は
カ
タ
ロ
グ
か
ら
好
き

な
も
の
を
選
ぶ
と
い
う
形
を

と
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な

も
の
が
最
適
な
の
か
こ
れ
か

ら
も
協
議
し
て
い
く
。

問
若
宮
委
員

　
特
定
健
診
受
診
率
は
。

答
鈴
木
福
祉
保
健
課
長

 

平
成
26
年
度
は
前
年
度
か

ら
5.9
ポ
イ
ン
ト
増
の
26
・
３

％
に
な
る
見
込
み
で
、
一
部

無
料
化
や
日
曜
日
健
診
な
ど

の
効
果
が
出
て
き
て
い
る
も

の
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
も

受
診
率
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

問
三
浦
專
治
郎
委
員

　誘
客
宣
伝
事
業
費
補
助
金

と
は
。

答
小
村
企
画
振
興
課
長

　
産
業
と
文
化
ま
つ
り
の
ふ

わ
ふ
わ
バ
ル
ー
ン
の
借
上
と

図
書
館
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
へ
使
わ
れ
て
い
る
。

問
三
浦
專
治
郎
委
員

　地
域
振
興
力
向
上
対
策
支

援
事
業
費
補
助
金
と
は
。

答
小
村
企
画
振
興
課
長

　
国
際
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
費
用
と

５
つ
の
神
話
と
い
う
お
菓
子

の
開
発
に
使
わ
れ
て
い
る
。

平
成
27
年
９
月
定
例
会

傍
聴
者

　
延
べ
人
数
　
　
　
４
人

　
回
答
者
数
　
　
　
４
人

○
性
別
は
？
　
男
性
４
人

○
年
齢
は
？
50
歳
代
２
人

　
　
　
　
　
60
歳
代
２
人

○
議
会
を
傍
聴
し
た
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
か
？

　
　
　
初
め
て
　
　
１
人

　
　
　
１
・
２
回
　
２
人

　
　
　
３
〜
５
回
　
１
人

○
五
戸
ち
ゃ
ん
ね
る
で
議

会
の
一
般
質
問
を
見
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
あ
る
　
１
人

　
　
　
　
　
な
い
　
３
人

○
ご
の
へ
議
会
だ
よ
り
を

ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す

か
？

　
　
　
　
毎
号
　
　
３
人

　
　
　
　
い
な
い
　
１
人

○
議
会
・
議
会
広
報
に
対

す
る
意
見
・
要
望
な
ど

　
答
弁
側
は
、
国
や
県
の

方
針
を
実
施
す
る
こ
と
に

主
眼
が
あ
り
、
町
独
自
の

主
体
的
な
取
組
み
が
弱
い

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
質
問
者
は
も
っ
と
多

く
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
傍
聴
者

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
表

平成26年度決算に基づく財政の健全化判断比率の結果
①実質赤字比率

早期健全化基準
財 政 再 生 基 準
五戸町

14.31以上
20.00以上

実質公債比率の推移
【単年度】

Ｈ17

21.3

Ｈ18

24.7

Ｈ19

24.9

Ｈ20

24.4

Ｈ21

21.5

Ｈ22

19.2

Ｈ23

18.4

Ｈ24

16.4

Ｈ25

13.6

Ｈ26

12.3

赤字なし

19.31以上
30.00以上
赤字なし

25.0以上
35.0以上
14.1

350.0以上

65.6

備　　考

赤字はありませんで
した。
早期健全化基準の基準値を超えた場合、財政健全化団体として自主的・計画的な財政の
健全化が求められ、さらに悪化すると財政再生基準で審査される。

赤字はありませんで
した。

前年度に比べ2.0
ポイント減少。

前年度に比べ0.7
ポイント減少。

主に一般会計でどれ
くらいの赤字がある
か　　　　　　　％

②連結実質赤字比率
町全体（一般会計、
特別会計、病院事業
会計）でどれくらい
の赤字があるか　％

③実質公債比率
借金の返済にどれく
らい支払っているか
　　　　　　　　％
【24・25・26年度の平均】

④将来負担比率
将来一般会計から負
担されると想定され
る金額がどれくらい
見込まれるか

主
な
質
疑

髙　山　浩　司 委員長

一
般
会
計
歳
入

病
院
事
業
会
計

一
般
会
計
歳
出

決 算 特 別 委 員 会
　議員全員で構成する決算特別委員会（委員長：髙山浩司議員、副委員長：松山泰治議員）を設置し、
平成26年度の一般会計決算、特別会計決算及び病院事業会計決算について審査しました。
　※委員会では議員のことを「委員」と呼びます。

徴
収
率
に
つ
い
て

未
収
金
に
つ
い
て

選
挙
費
に
つ
い
て

倉
石
温
泉
運
営
費

に
つ
い
て

繰
越
金
に
つ
い
て

次
の
施
策
に
つ
い
て

利
用
率
に
つ
い
て

会
議
等
に
つ
い
て

未
収
金
に
つ
い
て

空
き
家
再
生
等
推
進

事
業
費
に
つ
い
て

敬
老
会
事
業
に

つ
い
て

誘
客
宣
伝
事
業
費

補
助
金
に
つ
い
て

地
域
振
興
力
向
上

対
策
支
援
事
業
費

補
助
金
に
つ
い
て

特
定
健
診
受
診
率

に
つ
い
て

農
業
集
落
排
水

処
理
施
設
事
業

特
別
会
計

住
宅
用
地
造
成

事
業
等
特
別

会
計
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問
三
浦
專
治
郎
委
員

　税
等
の
徴
収
率
が
上
が
っ

た
よ
う
だ
が
要
因
は
。

答
金
子
税
務
課
長

 

平
成
25
年
度
に
比
べ
上
が

っ
た
。
県
の
滞
納
整
理
機
構

へ
徴
収
を
お
願
い
し
な
が
ら

進
め
て
き
た
。
今
後
も
連
携

し
努
力
し
て
い
く
。

問
三
浦
專
治
郎
委
員

 

空
き
家
再
生
等
推
進
事
業

費
と
は
。

答
山
下
建
設
課
長 

　
県
道
五
戸
六
戸
線
盛
立
部

分
の
除
却
を
し
た
際
、
周
辺

の
民
家
か
ら
被
害
報
告
や
苦

情
が
あ
っ
た
場
合
の
調
査
費

用
で
あ
っ
た
が
、
な
か
っ
た

た
め
使
わ
な
か
っ
た
。

問
尾
形
委
員

 

繰
越
金
に
消
費
税
は
か
か

っ
て
い
る
の
か
。

答
山
下
建
設
課
長 

　
か
か
っ
て
い
な
い
。

問
三
浦
專
治
郎
委
員

　未
収
金
の
対
応
は
。

答
山
下
建
設
課
長

　
滞
納
者
に
は
分
割
と
か
少

し
ず
つ
で
も
納
付
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
に
歩
い
て

い
る
。
今
後
も
努
力
し
て
い

く
。

問
大
久
保
委
員

　上
市
川
団
地
完
売
後
の
次

の
施
策
は
。

答
三
浦
町
長

　
ま
だ
提
案
で
き
る
よ
う
な

段
階
に
な
い
。

問
和
田
委
員

 

会
議
、
打
合
せ
、
研
修
会

等
は
ど
の
程
度
あ
る
の
か
。

答
蝦
名
五
戸
総
合
病
院
長

　
定
期
的
な
も
の
か
ら
、
そ

う
で
な
い
も
の
と
頻
繁
に
あ

る
。
五
戸
町
で
の
開
催
の
際

に
は
出
来
る
限
り
町
内
の
店

等
を
利
用
す
る
方
向
で
動
い

て
い
く
。

問
中
川
原
委
員

　病
床
の
利
用
率
低
下
の
原

因
は
。

答
蝦
名
五
戸
総
合
病
院
長

　
長
く
入
院
さ
せ
な
い
と
い

う
国
の
方
針
が
大
き
な
原
因

と
思
わ
れ
る
。

問
三
浦
專
治
郎
委
員

　ブ
ド
ロ
ク
放
牧
場
使
用
料

の
未
収
金
の
対
応
は
。

答
畑
山
農
林
課
長

　
滞
納
者
に
は
少
し
ず
つ
で

も
納
付
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
中
に
は
現
在
も
利
用
し

て
い
て
滞
納
額
が
増
え
て
い

る
方
が
い
る
。
対
応
を
考
え

た
い
。

問
若
宮
委
員

　立
会
人
の
選
任
は
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
候
補
者
と
立
会
人
の
関

係
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答
金
澤
選
挙
管
理
委
員
長

　
前
任
者
や
自
治
会
長
等
か

ら
推
薦
し
て
い
た
だ
い
て
選

任
し
て
い
る
。
候
補
者
と
の

関
係
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、

運
動
員
で
あ
る
こ
と
を
届
け

出
た
方
に
は
遠
慮
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

問
中
川
原
委
員

　倉
石
温
泉
の
利
用
状
況
は
。

答
鈴
木
福
祉
保
健
課
長

 

平
成
25
年
度
は
４
万
４
７

８
人
。
平
成
26
年
度
は
４
万

２
１
５
人
が
利
用
し
て
い
る
。

問
三
浦
專
治
郎
委
員

　米
寿
の
88
歳
の
方
へ
の
記

念
品
は
ど
の
よ
う
に
決
め
て

い
る
の
か
。

答
鈴
木
福
祉
保
健
課
長

 

委
託
先
の
社
会
福
祉
協
議

会
で
協
議
し
て
決
め
て
い
る
。

現
在
は
カ
タ
ロ
グ
か
ら
好
き

な
も
の
を
選
ぶ
と
い
う
形
を

と
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な

も
の
が
最
適
な
の
か
こ
れ
か

ら
も
協
議
し
て
い
く
。

問
若
宮
委
員

　
特
定
健
診
受
診
率
は
。

答
鈴
木
福
祉
保
健
課
長

 

平
成
26
年
度
は
前
年
度
か

ら
5.9
ポ
イ
ン
ト
増
の
26
・
３

％
に
な
る
見
込
み
で
、
一
部

無
料
化
や
日
曜
日
健
診
な
ど

の
効
果
が
出
て
き
て
い
る
も

の
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
も

受
診
率
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

問
三
浦
專
治
郎
委
員

　誘
客
宣
伝
事
業
費
補
助
金

と
は
。

答
小
村
企
画
振
興
課
長

　
産
業
と
文
化
ま
つ
り
の
ふ

わ
ふ
わ
バ
ル
ー
ン
の
借
上
と

図
書
館
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
へ
使
わ
れ
て
い
る
。

問
三
浦
專
治
郎
委
員

　地
域
振
興
力
向
上
対
策
支

援
事
業
費
補
助
金
と
は
。

答
小
村
企
画
振
興
課
長

　
国
際
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
費
用
と

５
つ
の
神
話
と
い
う
お
菓
子

の
開
発
に
使
わ
れ
て
い
る
。

平
成
27
年
９
月
定
例
会

傍
聴
者

　
延
べ
人
数
　
　
　
４
人

　
回
答
者
数
　
　
　
４
人

○
性
別
は
？
　
男
性
４
人

○
年
齢
は
？
50
歳
代
２
人

　
　
　
　
　
60
歳
代
２
人

○
議
会
を
傍
聴
し
た
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
か
？

　
　
　
初
め
て
　
　
１
人

　
　
　
１
・
２
回
　
２
人

　
　
　
３
〜
５
回
　
１
人

○
五
戸
ち
ゃ
ん
ね
る
で
議

会
の
一
般
質
問
を
見
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
あ
る
　
１
人

　
　
　
　
　
な
い
　
３
人

○
ご
の
へ
議
会
だ
よ
り
を

ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す

か
？

　
　
　
　
毎
号
　
　
３
人

　
　
　
　
い
な
い
　
１
人

○
議
会
・
議
会
広
報
に
対

す
る
意
見
・
要
望
な
ど

　
答
弁
側
は
、
国
や
県
の

方
針
を
実
施
す
る
こ
と
に

主
眼
が
あ
り
、
町
独
自
の

主
体
的
な
取
組
み
が
弱
い

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
質
問
者
は
も
っ
と
多

く
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
傍
聴
者

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
表

平成26年度決算に基づく財政の健全化判断比率の結果
①実質赤字比率

早期健全化基準
財 政 再 生 基 準
五戸町

14.31以上
20.00以上

実質公債比率の推移
【単年度】

Ｈ17

21.3

Ｈ18

24.7

Ｈ19

24.9

Ｈ20

24.4

Ｈ21

21.5

Ｈ22

19.2

Ｈ23

18.4

Ｈ24

16.4

Ｈ25

13.6

Ｈ26

12.3

赤字なし

19.31以上
30.00以上
赤字なし

25.0以上
35.0以上
14.1

350.0以上

65.6

備　　考

赤字はありませんで
した。
早期健全化基準の基準値を超えた場合、財政健全化団体として自主的・計画的な財政の
健全化が求められ、さらに悪化すると財政再生基準で審査される。

赤字はありませんで
した。

前年度に比べ2.0
ポイント減少。

前年度に比べ0.7
ポイント減少。

主に一般会計でどれ
くらいの赤字がある
か　　　　　　　％

②連結実質赤字比率
町全体（一般会計、
特別会計、病院事業
会計）でどれくらい
の赤字があるか　％

③実質公債比率
借金の返済にどれく
らい支払っているか
　　　　　　　　％
【24・25・26年度の平均】

④将来負担比率
将来一般会計から負
担されると想定され
る金額がどれくらい
見込まれるか

主
な
質
疑

髙　山　浩　司 委員長

一
般
会
計
歳
入

病
院
事
業
会
計

一
般
会
計
歳
出

決 算 特 別 委 員 会
　議員全員で構成する決算特別委員会（委員長：髙山浩司議員、副委員長：松山泰治議員）を設置し、
平成26年度の一般会計決算、特別会計決算及び病院事業会計決算について審査しました。
　※委員会では議員のことを「委員」と呼びます。

徴
収
率
に
つ
い
て

未
収
金
に
つ
い
て

選
挙
費
に
つ
い
て

倉
石
温
泉
運
営
費

に
つ
い
て

繰
越
金
に
つ
い
て

次
の
施
策
に
つ
い
て

利
用
率
に
つ
い
て

会
議
等
に
つ
い
て

未
収
金
に
つ
い
て

空
き
家
再
生
等
推
進

事
業
費
に
つ
い
て

敬
老
会
事
業
に

つ
い
て

誘
客
宣
伝
事
業
費

補
助
金
に
つ
い
て

地
域
振
興
力
向
上

対
策
支
援
事
業
費

補
助
金
に
つ
い
て

特
定
健
診
受
診
率

に
つ
い
て

農
業
集
落
排
水

処
理
施
設
事
業

特
別
会
計

住
宅
用
地
造
成

事
業
等
特
別

会
計



⑨ ごのへ議会だより 第17号 ごのへ議会だより 第17号 ⑧

９
月
定
例
会
で
は
４
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
一
般
行
政
、
教
育
、
選
挙
、
農
地
行
政
な
ど
町
が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
で
き
ま
す
。

　
昨
年
国
で
は
子
供
の
貧
困

解
消
に
向
け
て
動
き
出
し
、

県
で
も
本
腰
を
入
れ
始
め
、

町
で
も
対
策
を
と
る
と
思
う

が
、
町
独
自
の
ひ
と
り
親
世

帯
向
け
共
通
商
品
券
の
発
行

や
返
済
不
要
の
奨
学
金
制
度

な
ど
、
国
、
県
を
上
回
る
対

策
を
講
ず
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
ひ
と
り
親
児
童
・
生
徒
へ

の
援
助
に
つ
い
て
、
新
聞
に

非
常
に
大
き
く
記
事
が
載
っ

て
お
り
、
扱
い
方
か
ら
見
て

も
大
き
な
問
題
と
い
う
事
が

分
か
る
。

　
内
容
は
、
ひ
と
り
親
世
帯

の
低
収
入
と
支
援
制
度
の
周

知
不
足
で
あ
る
。

 

　
町
総
合
振
興
計
画
で
も
掲

げ
て
い
る
よ
う
に
、
ひ
と
り

親
家
庭
な
ど
の
福
祉
の
充
実

の
た
め
に「
ひ
と
り
親
家
庭

の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の

増
進
」、「
子
供
た
ち
の
健
全

育
成
を
推
進
す
る
」こ
と
を

基
本
方
針
に
掲
げ
、
母
子
・

父
子
世
帯
へ
の
支
援
対
策
を

展
開
し
て
き
た
が
、
ひ
と
り

親
家
庭
を
取
り
巻
く
就
業
環

境
・
生
活
環
境
は
以
前
に
も

ま
し
て
厳
し
い
も
の
と
な
っ

て
お
り
、
引
き
続
き
支
援
す

る
施
策
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
当
町
に
お
い
て
は
、
主
な

支
援
と
し
て
町
独
自
で
の
対

策
は
講
じ
て
い
な
い
が
、
国
、

県
の
事
業
等
を
活
用
し
な
が

ら
、「
児
童
扶
養
手
当
」、「
遺

児
援
護
対
策
事
業
」、「
五
戸

町
要
保
護
及
び
準
要
保
護
児

童
生
徒
援
助
費
」な
ど
で
支

援
・
援
助
し
て
き
た
。
な
か

で
も
、「
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
助
成
事
業
」に
関
し

て
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
子

供
３
７
３
人
、
親
２
４
１
人

が
助
成
を
受
け
る
な
ど
経
済

的
負
担
と
精
神
的
不
安
を
軽

減
し
て
い
る
。
ま
た
、平
成

27
年
７
月
か
ら
は
県
が
事
業

主
体
と
な
っ
て
の「
こ
ど
も

サ
ポ
ー
ト
ゼ
ミ
開
催
事
業
」、

更
に
平
成
28
年
度
厚
生
労
働

省
に
お
い
て「
子
供
の
貧
困

対
策
と
ひ
と
り
親
家
庭
対
策

の
推
進
」に
向
け
た
政
策
を

実
施
す
る
た
め
予
算
要
求
し

て
い
る
。

　
ひ
と
り
親
世
帯
向
け
共
通

商
品
券
の
発
行
は
特
に
予
定

し
て
い
な
い
が
、
返
済
不
要

の
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
は

他
市
町
村
で
実
施
し
て
い
る

例
も
あ
り
研
究
し
た
い
。

　
今
後
も
ひ
と
り
親
家
庭
へ

の
支
援
対
策
と
し
て
事
業
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
す
べ
て
の
子
供
た
ち

が
夢
と
希
望
を
も
っ
て
成
長

し
て
い
け
る
町
づ
く
り
を
展

開
し
て
い
く
。

　
南
部
町
で
は
紅
玉
の
通
年

販
売
の
た
め
の
施
設
を
建
設
、

八
戸
市
で
は
薬
用
作
物
の

企
業
と
の
共
同
研
究
な
ど
の

ニ
ュ
ー
ス
が
続
い
て
い
る
。

そ
れ
以
外
で
秋
田
で
は
既
に

企
業
か
ら
の
委
託
生
産
ま
で

進
ん
で
い
る
。

　
町
で
も
、
露
地
栽
培
の
共

同
研
究
と
か
産
物
の
作
り
方

売
り
方
の
工
夫
な
ど
何
か
対

策
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

 

農
業
振
興
の
施
策
と
し
て

は
、
こ
れ
ま
で「
合
併
ま
ち

づ
く
り
計
画
」に
基
づ
き
、

八
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

を
実
施
し
て
き
た
。

　
現
在
は
45
歳
未
満
の
新
規

就
農
者
に
対
し
、
就
農
前
の

研
修
期
間
の
２
年
以
内
、
及

び
経
営
が
不
安
定
な
就
農
直

後
の
５
年
以
内
に
つ
い
て
、

所
得
を
確
保
す
る
た
め
に
年

１
５
０
万
円
の
給
付
金
を
給

付
し
て
い
る
が
、
更
に
支
援

の
拡
大
を
考
え
て
い
る
。

　
町
に
適
し
た
新
た
な
作
物

の
導
入
や
特
産
品
の
品
質
向

上
に
向
け
た
取
組
が
必
要
と

考
え
る
が
、
施
設
や
人
材
な

ど
の
問
題
も
あ
る
た
め
関
係

団
体
と
連
携
し
な
が
ら
進
め

方
の
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。りんごもぎ

根森 隆雄 議員

◆
農
業
振
興
策
は

　
町
長
　
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
推
進
の

　
　
　
　
ほ
か
、
青
年
就
農
者
へ
の

　
　
　
　
支
援
拡
大
を
考
え
て
い
る

盗
難
事
件
は
、
当
時
は
鑑
識

な
ど
も
来
て
、
し
っ
か
り
対

応
し
て
貰
い
、
警
察
で
も
確

信
に
迫
る
と
こ
ろ
ま
で
い
っ

た
よ
う
だ
が
、
証
拠
不
十
分

で
検
挙
に
は
至
ら
ず
、
そ
の

後
も
何
も
し
て
い
な
い
訳
で

も
な
い
が
、
新
し
い
情
報
等

が
な
け
れ
ば
進
ま
な
い
状
況

に
な
り
、
い
ま
だ
に
被
疑
者

　
６
年
前
に
発
生
し
た
現
金

盗
難
事
件
は
ま
も
な
く
時
効

に
な
る
が
、
現
在
の
捜
査
状

況
は
。

　
平
成
21
年
12
月
13
日
夜
か

ら
明
朝
に
か
け
て
発
生
し
た

の
検
挙
に
は
至
っ
て
お
ら

ず
、
現
在
も
捜
査
は
継
続
し

て
い
る
。

 

　
正
直
な
と
こ
ろ
、
期
待
で

き
な
い
状
況
に
あ
る
の
か
と

思
っ
て
し
ま
う
が
、
古
い
情

報
や
新
し
い
情
報
な
ど
、
ど

ん
な
些
細
な
情
報
で
も
収
集

し
て
事
件
解
決
に
向
け
警
察

に
協
力
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

  

　
１
０
０
０
万
円
の
増
資
願

い
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
血

税
が
使
わ
れ
る
の
だ
か
ら
、

し
っ
か
り
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
町
と
し
て
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

  　
運
営
を
開
始
し
て
か
ら
20

年
以
上
経
過
し
施
設
の
老
朽

化
が
進
み
、
改
修
等
に
費
用

が
か
か
る
事
や
売
上
げ
が
伸

び
な
い
な
ど
で
、
残
念
な
が

ら
経
営
状
態
は
良
い
と
は

言
え
な
い
が
、
以
前
よ
り
は

徐
々
に
良
く
は
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
の
農
業
振
興

に
は
寄
与
し
て
い
る
と
思
っ

て
お
り
、
特
産
品
の
維
持
や

農
産
物
の
生
産
に
携
わ
っ
て

い
る
方
々
を
思
う
と
、
町
と

し
て
は
、
将
来
性
を
重
視
し

て
、
さ
ら
に
農
業
振
興
に
寄

与
し
て
ほ
し
い
こ
と
か
ら
、

当
面
は
支
援
し
て
い
く
こ
と

も
や
む
を
得
な
い
と
考
え
て

い
る
。

 

 
　
以
前
に
比
べ
れ
ば
徐
々
に

良
く
は
な
っ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
背
景
に
は
そ
れ
だ
け
町

が
出
資
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、
町
か
ら
要
望
と
か
指

導
と
か
行
っ
て
い
る
の
か
。

 

　
な
ん
と
か
黒
字
を
と
再
三

や
っ
て
い
る
。
売
上
げ
を
上

げ
る
た
め
東
京
に
売
り
込
み

に
行
く
な
ど
販
路
拡
大
と
Ｐ

Ｒ
も
再
三
行
っ
て
い
る
が
、

な
か
な
か
簡
単
で
は
な
い
。

　
今
後
は
経
営
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
な
ど
外
部
か
ら
の
意
見

を
聞
く
な
ど
経
営
安
定
の
た

め
に
努
め
た
い
。

㈱倉石地域振興公社

一般質問

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

質

　問

質

　問

◆
ひ
と
り
親
児
童
・
生
徒
へ
の
援
助
策
は

　
町
長
　
町
総
合
振
興
計
画
に
則
り
継
続

　
　
　
　
し
て
取
り
組
む

◆
㈱
倉
石
地
域
振
興
公
社
の
盗
難
事
件
の

　現
在
の
捜
査
状
況
は

　
町
長
　
進
展
し
て
い
な
い

◆
㈱
倉
石
地
域
振
興
公
社
の
今
後
の

　方
向
性
は

　
町
長
　
経
営
安
定
に
努
め
た
い

一般質問
答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問
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９
月
定
例
会
で
は
４
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
一
般
行
政
、
教
育
、
選
挙
、
農
地
行
政
な
ど
町
が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
で
き
ま
す
。

　
昨
年
国
で
は
子
供
の
貧
困

解
消
に
向
け
て
動
き
出
し
、

県
で
も
本
腰
を
入
れ
始
め
、

町
で
も
対
策
を
と
る
と
思
う

が
、
町
独
自
の
ひ
と
り
親
世

帯
向
け
共
通
商
品
券
の
発
行

や
返
済
不
要
の
奨
学
金
制
度

な
ど
、
国
、
県
を
上
回
る
対

策
を
講
ず
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
ひ
と
り
親
児
童
・
生
徒
へ

の
援
助
に
つ
い
て
、
新
聞
に

非
常
に
大
き
く
記
事
が
載
っ

て
お
り
、
扱
い
方
か
ら
見
て

も
大
き
な
問
題
と
い
う
事
が

分
か
る
。

　
内
容
は
、
ひ
と
り
親
世
帯

の
低
収
入
と
支
援
制
度
の
周

知
不
足
で
あ
る
。

 

　
町
総
合
振
興
計
画
で
も
掲

げ
て
い
る
よ
う
に
、
ひ
と
り

親
家
庭
な
ど
の
福
祉
の
充
実

の
た
め
に「
ひ
と
り
親
家
庭

の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の

増
進
」、「
子
供
た
ち
の
健
全

育
成
を
推
進
す
る
」こ
と
を

基
本
方
針
に
掲
げ
、
母
子
・

父
子
世
帯
へ
の
支
援
対
策
を

展
開
し
て
き
た
が
、
ひ
と
り

親
家
庭
を
取
り
巻
く
就
業
環

境
・
生
活
環
境
は
以
前
に
も

ま
し
て
厳
し
い
も
の
と
な
っ

て
お
り
、
引
き
続
き
支
援
す

る
施
策
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
当
町
に
お
い
て
は
、
主
な

支
援
と
し
て
町
独
自
で
の
対

策
は
講
じ
て
い
な
い
が
、
国
、

県
の
事
業
等
を
活
用
し
な
が

ら
、「
児
童
扶
養
手
当
」、「
遺

児
援
護
対
策
事
業
」、「
五
戸

町
要
保
護
及
び
準
要
保
護
児

童
生
徒
援
助
費
」な
ど
で
支

援
・
援
助
し
て
き
た
。
な
か

で
も
、「
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
助
成
事
業
」に
関
し

て
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
子

供
３
７
３
人
、
親
２
４
１
人

が
助
成
を
受
け
る
な
ど
経
済

的
負
担
と
精
神
的
不
安
を
軽

減
し
て
い
る
。
ま
た
、平
成

27
年
７
月
か
ら
は
県
が
事
業

主
体
と
な
っ
て
の「
こ
ど
も

サ
ポ
ー
ト
ゼ
ミ
開
催
事
業
」、

更
に
平
成
28
年
度
厚
生
労
働

省
に
お
い
て「
子
供
の
貧
困

対
策
と
ひ
と
り
親
家
庭
対
策

の
推
進
」に
向
け
た
政
策
を

実
施
す
る
た
め
予
算
要
求
し

て
い
る
。

　
ひ
と
り
親
世
帯
向
け
共
通

商
品
券
の
発
行
は
特
に
予
定

し
て
い
な
い
が
、
返
済
不
要

の
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
は

他
市
町
村
で
実
施
し
て
い
る

例
も
あ
り
研
究
し
た
い
。

　
今
後
も
ひ
と
り
親
家
庭
へ

の
支
援
対
策
と
し
て
事
業
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
す
べ
て
の
子
供
た
ち

が
夢
と
希
望
を
も
っ
て
成
長

し
て
い
け
る
町
づ
く
り
を
展

開
し
て
い
く
。

　
南
部
町
で
は
紅
玉
の
通
年

販
売
の
た
め
の
施
設
を
建
設
、

八
戸
市
で
は
薬
用
作
物
の

企
業
と
の
共
同
研
究
な
ど
の

ニ
ュ
ー
ス
が
続
い
て
い
る
。

そ
れ
以
外
で
秋
田
で
は
既
に

企
業
か
ら
の
委
託
生
産
ま
で

進
ん
で
い
る
。

　
町
で
も
、
露
地
栽
培
の
共

同
研
究
と
か
産
物
の
作
り
方

売
り
方
の
工
夫
な
ど
何
か
対

策
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

 

農
業
振
興
の
施
策
と
し
て

は
、
こ
れ
ま
で「
合
併
ま
ち

づ
く
り
計
画
」に
基
づ
き
、

八
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

を
実
施
し
て
き
た
。

　
現
在
は
45
歳
未
満
の
新
規

就
農
者
に
対
し
、
就
農
前
の

研
修
期
間
の
２
年
以
内
、
及

び
経
営
が
不
安
定
な
就
農
直

後
の
５
年
以
内
に
つ
い
て
、

所
得
を
確
保
す
る
た
め
に
年

１
５
０
万
円
の
給
付
金
を
給

付
し
て
い
る
が
、
更
に
支
援

の
拡
大
を
考
え
て
い
る
。

　
町
に
適
し
た
新
た
な
作
物

の
導
入
や
特
産
品
の
品
質
向

上
に
向
け
た
取
組
が
必
要
と

考
え
る
が
、
施
設
や
人
材
な

ど
の
問
題
も
あ
る
た
め
関
係

団
体
と
連
携
し
な
が
ら
進
め

方
の
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。りんごもぎ

根森 隆雄 議員

◆
農
業
振
興
策
は

　
町
長
　
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
推
進
の

　
　
　
　
ほ
か
、
青
年
就
農
者
へ
の

　
　
　
　
支
援
拡
大
を
考
え
て
い
る

盗
難
事
件
は
、
当
時
は
鑑
識

な
ど
も
来
て
、
し
っ
か
り
対

応
し
て
貰
い
、
警
察
で
も
確

信
に
迫
る
と
こ
ろ
ま
で
い
っ

た
よ
う
だ
が
、
証
拠
不
十
分

で
検
挙
に
は
至
ら
ず
、
そ
の

後
も
何
も
し
て
い
な
い
訳
で

も
な
い
が
、
新
し
い
情
報
等

が
な
け
れ
ば
進
ま
な
い
状
況

に
な
り
、
い
ま
だ
に
被
疑
者

　
６
年
前
に
発
生
し
た
現
金

盗
難
事
件
は
ま
も
な
く
時
効

に
な
る
が
、
現
在
の
捜
査
状

況
は
。

　
平
成
21
年
12
月
13
日
夜
か

ら
明
朝
に
か
け
て
発
生
し
た

の
検
挙
に
は
至
っ
て
お
ら

ず
、
現
在
も
捜
査
は
継
続
し

て
い
る
。

 

　
正
直
な
と
こ
ろ
、
期
待
で

き
な
い
状
況
に
あ
る
の
か
と

思
っ
て
し
ま
う
が
、
古
い
情

報
や
新
し
い
情
報
な
ど
、
ど

ん
な
些
細
な
情
報
で
も
収
集

し
て
事
件
解
決
に
向
け
警
察

に
協
力
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

  

　
１
０
０
０
万
円
の
増
資
願

い
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
血

税
が
使
わ
れ
る
の
だ
か
ら
、

し
っ
か
り
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
町
と
し
て
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

  　
運
営
を
開
始
し
て
か
ら
20

年
以
上
経
過
し
施
設
の
老
朽

化
が
進
み
、
改
修
等
に
費
用

が
か
か
る
事
や
売
上
げ
が
伸

び
な
い
な
ど
で
、
残
念
な
が

ら
経
営
状
態
は
良
い
と
は

言
え
な
い
が
、
以
前
よ
り
は

徐
々
に
良
く
は
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
の
農
業
振
興

に
は
寄
与
し
て
い
る
と
思
っ

て
お
り
、
特
産
品
の
維
持
や

農
産
物
の
生
産
に
携
わ
っ
て

い
る
方
々
を
思
う
と
、
町
と

し
て
は
、
将
来
性
を
重
視
し

て
、
さ
ら
に
農
業
振
興
に
寄

与
し
て
ほ
し
い
こ
と
か
ら
、

当
面
は
支
援
し
て
い
く
こ
と

も
や
む
を
得
な
い
と
考
え
て

い
る
。

 

 

　
以
前
に
比
べ
れ
ば
徐
々
に

良
く
は
な
っ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
背
景
に
は
そ
れ
だ
け
町

が
出
資
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、
町
か
ら
要
望
と
か
指

導
と
か
行
っ
て
い
る
の
か
。

 

　
な
ん
と
か
黒
字
を
と
再
三

や
っ
て
い
る
。
売
上
げ
を
上

げ
る
た
め
東
京
に
売
り
込
み

に
行
く
な
ど
販
路
拡
大
と
Ｐ

Ｒ
も
再
三
行
っ
て
い
る
が
、

な
か
な
か
簡
単
で
は
な
い
。

　
今
後
は
経
営
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
な
ど
外
部
か
ら
の
意
見

を
聞
く
な
ど
経
営
安
定
の
た

め
に
努
め
た
い
。

㈱倉石地域振興公社

一般質問

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

質

　問

質

　問

◆
ひ
と
り
親
児
童
・
生
徒
へ
の
援
助
策
は

　
町
長
　
町
総
合
振
興
計
画
に
則
り
継
続

　
　
　
　
し
て
取
り
組
む

◆
㈱
倉
石
地
域
振
興
公
社
の
盗
難
事
件
の

　現
在
の
捜
査
状
況
は

　
町
長
　
進
展
し
て
い
な
い

◆
㈱
倉
石
地
域
振
興
公
社
の
今
後
の

　方
向
性
は

　
町
長
　
経
営
安
定
に
努
め
た
い

一般質問
答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問
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る
。
機
構
と
の
貸
借
成
立
状

況
は
、
借
り
手
12
人
、
貸
し

手
16
人
の
間
で
、
約
9.8
　
の

農
地
の
貸
借
が
成
立
し
て
い

る
。

　
農
地
中
間
管
理
機
構
に
よ

る
、
五
戸
町
の
農
地
の
集
積

集
約
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

　
８
月
末
現
在
で
、
借
り
手

48
人
、
借
受
け
希
望
面
積

４
５
２
・
５
ha
、
貸
し
手
69

人
、
48
・
４
ha
と
な
っ
て
い

  

　
農
業
経
営
基
盤
の
強
化
の

促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
構

想
の
中
で
、
具
体
的
な
経
営

の
指
標
を
掲
げ
て
い
る
が
、

現
在
の
達
成
率
は
。

 

　
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
26

年
度
ま
で
の
５
年
間
、
認
定

農
業
者
の
農
業
所
得
が
３
８

０
万
円
あ
る
い
は
５
０
０
万

円
を
達
成
し
て
い
る
割
合

は
、
２
１
６
人
中
91
人
で
約

42
％
。
年
間
労
働
時
間
に
つ

い
て
、
２
０
０
０
時
間
以
内

は
38
人
で
全
体
の
約
18
％
。

農
業
所
得
と
労
働
時
間
の
両

方
を
達
成
し
て
い
る
方
は
、

16
人
で
全
体
の
７
％
で
あ
る
。

　
基
本
的
な
構
想
の
中
で
、

ハ
ウ
ス
栽
培
経
営
を
中
心
に

高
収
益
性
を
図
る
と
あ
る

が
、
ハ
ウ
ス
の
建
設
に
は
経

費
が
か
か
る
の
で
、
農
家
へ

の
負
担
が
大
き
い
。
町
と
し

て
の
支
援
策
は
。

 

　
県
及
び
国
の
補
助
が
あ
る

の
で
、
そ
れ
ら
の
活
用
を
考

え
て
い
る
。
五
戸
町
の
今
後

の
農
業
の
在
り
方
を
考
慮
し
、

町
独
自
の
補
助
が
必
要
か
見

定
め
て
検
討
し
て
い
く
。

 

　
今
後
５
年
10
年
先
は
、

も
っ
と
生
徒
数
が
減
る
こ
と

は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
て
、

ま
す
ま
す
部
活
動
の
環
境
は

厳
し
く
な
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
こ
の
様
な
状
況
を
町

と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

  　
正
規
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が

出
来
な
い
状
況
は
、
望
ま
し

く
な
い
と
考
え
て
い
る
。
単

独
校
で
チ
ー
ム
編
成
が
で
き

な
い
場
合
、
中
体
連
で
は
救

済
措
置
と
し
て
、
複
数
校
で

の
合
同
チ
ー
ム
と
し
て
参
加

を
認
め
て
い
る
。

　
今
後
の
生
徒
の
運
動
は
、

学
校
単
位
の
部
活
動
か
ら
、

広
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に

移
行
す
る
方
向
に
な
る
と
思

わ
れ
る
が
、
町
と
し
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
部
活
と
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

が
一
緒
に
な
っ
て
、
大
会
に

出
ら
れ
る
よ
う
に
中
体
連
の

規
約
を
変
更
し
て
も
ら
う
よ

う
、
地
方
か
ら
全
国
規
模
で

働
き
か
け
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
い
ず
れ
は
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
方
向
に
向
か

わ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
て

い
る
。

 
ビニールハウス

髙山 浩司 議員

◆
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
推
進
す
べ
き

　町
長

　「
五
戸
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

　
　
　
　を
核
に
進
め
た
い

　
た
し
か
に
、
金
額
が
大
き

い
場
合
や
新
た
に
参
入
し
た

い
業
者
が
現
れ
た
場
合
な
ど
、

現
在
の
よ
う
に
担
当
者
で
の

調
査
や
判
断
が
難
し
い
の
か

と
思
う
。

　
今
後
は
、
登
録
制
度
を
設

け
ケ
ー
ス
に
よ
り
審
査
会
に

付
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

　
建
設
工
事
等
の
入
札
の
際

に
は
指
名
審
査
会
を
行
っ
て

い
る
が
、
物
品
購
入
に
つ
い

て
は
行
っ
て
い
な
い
。
透
明

性
と
公
平
性
を
期
す
た
め
に

も
、
物
品
購
入
に
も
指
名
審

査
会
を
設
け
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
委
託
バ
ス
を
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
で
も
利
用
で
き
る
の
か
。

　
委
託
バ
ス
の
利
用
に
つ
い

て
は
、
要
項
に
定
め
る
許
可

団
体
が
利
用
可
能
で
、
今
年

４
月
か
ら
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
も
対
象
と
し
、
更
に
15
名

以
上
の
任
意
団
体
で
も
利
用

可
能
と
し
た
。

　
主
に
福
祉
関
係
団
体
は
福

祉
保
健
課
、
学
校
関
係
は
教

育
課
、
そ
の
他
の
団
体
等
は

総
務
課
を
窓
口
と
し
て
申
し

込
ま
れ
る
。

　
台
数
は
40
人
乗
り
２
台
55

人
乗
り
１
台
の
３
台
で
、
学

校
行
事
や
福
祉
行
事
が
優
先

さ
れ
る
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利

用
に
つ
い
て
は
検
討
中
で
あ

る
。

 

　
法
律
に「
地
方
公
共
団
体

は
公
衆
浴
場
の
経
営
安
定
を

図
る
等
」と
あ
る
が
、
町
は

こ
の
こ
と
を
充
分
に
考
え
官

民
の
公
衆
浴
場
が
共
存
で
き

る
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
医
師
、
看
護
師
の
対
応
の

改
善
は
ど
う
な
っ
た
か
。

 

　
努
力
し
て
い
る
。
今
後
も

さ
ら
に
努
力
し
て
い
く
。

　
県
内
外
に
お
い
て
は
健
康

増
進
の
た
め
に
高
齢
者
へ
の

入
浴
料
の
補
助
等
を
実
施
し
、

経
済
的
負
担
の
軽
減
と
浴
場

の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
る

例
が
あ
る
の
で
、
参
考
に
し

な
が
ら
協
議
し
て
い
く
。

　
病
児
保
育
も
つ
く
る
べ
き

で
は
。

 

　
検
討
す
る
。

ha

一般質問

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

髙
橋
教
育
長 

質

　問

質

　問

質

　問

答 

畑
山
農
林
課
長

◆
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
建
設
に
町
の
補
助
を

　町
長

　今
後
見
定
め
て
い
く

◆
物
品
入
札
の
指
名
審
査
会
を
設
け
る

　べ
き
で
は

　町
長

　検
討
す
る

◆
官
民
の
公
衆
浴
場
が
共
存
で
き
る

　措
置
を

　町
長

　入
浴
料
負
担
軽
減
等
を

　
　
　
　協
議
す
る

◆
五
戸
総
合
病
院
の
改
善
は

　院
長

　努
力
し
て
い
く

◆
委
託
バ
ス
を
ス
ポ
少
活
動
で
も
利
用

　で
き
る
よ
う
に

　町
長

　利
用
で
き
る

一般質問

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

蝦
名
院
長 

答 

蝦
名
院
長 

答 

三
浦
町
長

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

尾形 裕之 議員

五戸総合病院

バス
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る
。
機
構
と
の
貸
借
成
立
状

況
は
、
借
り
手
12
人
、
貸
し

手
16
人
の
間
で
、
約
9.8
　
の

農
地
の
貸
借
が
成
立
し
て
い

る
。

　
農
地
中
間
管
理
機
構
に
よ

る
、
五
戸
町
の
農
地
の
集
積

集
約
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

　
８
月
末
現
在
で
、
借
り
手

48
人
、
借
受
け
希
望
面
積

４
５
２
・
５
ha
、
貸
し
手
69

人
、
48
・
４
ha
と
な
っ
て
い

  

　
農
業
経
営
基
盤
の
強
化
の

促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
構

想
の
中
で
、
具
体
的
な
経
営

の
指
標
を
掲
げ
て
い
る
が
、

現
在
の
達
成
率
は
。

 

　
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
26

年
度
ま
で
の
５
年
間
、
認
定

農
業
者
の
農
業
所
得
が
３
８

０
万
円
あ
る
い
は
５
０
０
万

円
を
達
成
し
て
い
る
割
合

は
、
２
１
６
人
中
91
人
で
約

42
％
。
年
間
労
働
時
間
に
つ

い
て
、
２
０
０
０
時
間
以
内

は
38
人
で
全
体
の
約
18
％
。

農
業
所
得
と
労
働
時
間
の
両

方
を
達
成
し
て
い
る
方
は
、

16
人
で
全
体
の
７
％
で
あ
る
。

　
基
本
的
な
構
想
の
中
で
、

ハ
ウ
ス
栽
培
経
営
を
中
心
に

高
収
益
性
を
図
る
と
あ
る

が
、
ハ
ウ
ス
の
建
設
に
は
経

費
が
か
か
る
の
で
、
農
家
へ

の
負
担
が
大
き
い
。
町
と
し

て
の
支
援
策
は
。

 

　
県
及
び
国
の
補
助
が
あ
る

の
で
、
そ
れ
ら
の
活
用
を
考

え
て
い
る
。
五
戸
町
の
今
後

の
農
業
の
在
り
方
を
考
慮
し
、

町
独
自
の
補
助
が
必
要
か
見

定
め
て
検
討
し
て
い
く
。

 

　
今
後
５
年
10
年
先
は
、

も
っ
と
生
徒
数
が
減
る
こ
と

は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
て
、

ま
す
ま
す
部
活
動
の
環
境
は

厳
し
く
な
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
こ
の
様
な
状
況
を
町

と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

  　
正
規
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が

出
来
な
い
状
況
は
、
望
ま
し

く
な
い
と
考
え
て
い
る
。
単

独
校
で
チ
ー
ム
編
成
が
で
き

な
い
場
合
、
中
体
連
で
は
救

済
措
置
と
し
て
、
複
数
校
で

の
合
同
チ
ー
ム
と
し
て
参
加

を
認
め
て
い
る
。

　
今
後
の
生
徒
の
運
動
は
、

学
校
単
位
の
部
活
動
か
ら
、

広
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に

移
行
す
る
方
向
に
な
る
と
思

わ
れ
る
が
、
町
と
し
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
部
活
と
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

が
一
緒
に
な
っ
て
、
大
会
に

出
ら
れ
る
よ
う
に
中
体
連
の

規
約
を
変
更
し
て
も
ら
う
よ

う
、
地
方
か
ら
全
国
規
模
で

働
き
か
け
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
い
ず
れ
は
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
方
向
に
向
か

わ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
て

い
る
。

 

ビニールハウス

髙山 浩司 議員

◆
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
推
進
す
べ
き

　町
長

　「
五
戸
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

　
　
　
　を
核
に
進
め
た
い

　
た
し
か
に
、
金
額
が
大
き

い
場
合
や
新
た
に
参
入
し
た

い
業
者
が
現
れ
た
場
合
な
ど
、

現
在
の
よ
う
に
担
当
者
で
の

調
査
や
判
断
が
難
し
い
の
か

と
思
う
。

　
今
後
は
、
登
録
制
度
を
設

け
ケ
ー
ス
に
よ
り
審
査
会
に

付
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

　
建
設
工
事
等
の
入
札
の
際

に
は
指
名
審
査
会
を
行
っ
て

い
る
が
、
物
品
購
入
に
つ
い

て
は
行
っ
て
い
な
い
。
透
明

性
と
公
平
性
を
期
す
た
め
に

も
、
物
品
購
入
に
も
指
名
審

査
会
を
設
け
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
委
託
バ
ス
を
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
で
も
利
用
で
き
る
の
か
。

　
委
託
バ
ス
の
利
用
に
つ
い

て
は
、
要
項
に
定
め
る
許
可

団
体
が
利
用
可
能
で
、
今
年

４
月
か
ら
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
も
対
象
と
し
、
更
に
15
名

以
上
の
任
意
団
体
で
も
利
用

可
能
と
し
た
。

　
主
に
福
祉
関
係
団
体
は
福

祉
保
健
課
、
学
校
関
係
は
教

育
課
、
そ
の
他
の
団
体
等
は

総
務
課
を
窓
口
と
し
て
申
し

込
ま
れ
る
。

　
台
数
は
40
人
乗
り
２
台
55

人
乗
り
１
台
の
３
台
で
、
学

校
行
事
や
福
祉
行
事
が
優
先

さ
れ
る
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利

用
に
つ
い
て
は
検
討
中
で
あ

る
。

 

　
法
律
に「
地
方
公
共
団
体

は
公
衆
浴
場
の
経
営
安
定
を

図
る
等
」と
あ
る
が
、
町
は

こ
の
こ
と
を
充
分
に
考
え
官

民
の
公
衆
浴
場
が
共
存
で
き

る
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
医
師
、
看
護
師
の
対
応
の

改
善
は
ど
う
な
っ
た
か
。

 

　
努
力
し
て
い
る
。
今
後
も

さ
ら
に
努
力
し
て
い
く
。

　
県
内
外
に
お
い
て
は
健
康

増
進
の
た
め
に
高
齢
者
へ
の

入
浴
料
の
補
助
等
を
実
施
し
、

経
済
的
負
担
の
軽
減
と
浴
場

の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
る

例
が
あ
る
の
で
、
参
考
に
し

な
が
ら
協
議
し
て
い
く
。

　
病
児
保
育
も
つ
く
る
べ
き

で
は
。

 

　
検
討
す
る
。

ha

一般質問

答 

三
浦
町
長
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三
浦
町
長
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三
浦
町
長

答 

髙
橋
教
育
長 

質

　問

質

　問

質

　問

答 

畑
山
農
林
課
長

◆
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
建
設
に
町
の
補
助
を

　町
長

　今
後
見
定
め
て
い
く

◆
物
品
入
札
の
指
名
審
査
会
を
設
け
る

　べ
き
で
は

　町
長

　検
討
す
る

◆
官
民
の
公
衆
浴
場
が
共
存
で
き
る

　措
置
を

　町
長

　入
浴
料
負
担
軽
減
等
を

　
　
　
　協
議
す
る

◆
五
戸
総
合
病
院
の
改
善
は

　院
長

　努
力
し
て
い
く

◆
委
託
バ
ス
を
ス
ポ
少
活
動
で
も
利
用

　で
き
る
よ
う
に

　町
長

　利
用
で
き
る

一般質問

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

蝦
名
院
長 

答 

蝦
名
院
長 

答 

三
浦
町
長

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

尾形 裕之 議員

五戸総合病院

バス



ごのへ議会だより 第17号 ⑫

　
議
会
だ
よ
り
第
17
号
い
か

が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　
第
１
号
発
行
か
ら
約
４
年

が
経
過
し
、
年
４
回
の
議
会

定
例
会
の
た
び
に
３
回
程
度

委
員
会
を
開
き
、
表
紙
を
は

じ
め
と
す
る
掲
載
写
真
の
検

討
や
、
見
出
し
の
決
定
と
誤

字
脱
字
の
チ
ェ
ッ
ク
等
様
々

な
作
業
を
行
い
、
少
し
で
も

見
や
す
く
分
か
り
や
す
く
を

モ
ッ
ト
ー
に
努
力
し
て
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
年
に
一
度
は
青
森

市
で
の
議
会
広
報
の
研
修
会

に
出
席
し
、
よ
り
良
い
広
報

と
な
る
よ
う
研
究
し
て
い
ま

す
。

　
最
近
は
発
行
ま
で
に
要
す

る
期
間
を
２
週
間
ほ
ど
縮
め

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
更
な
る
向
上
に
向

け
努
力
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
愛
読
と
ご
意
見
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

委
員
長
　
根
森
　
隆
雄

編
集
後
記

議会を傍聴してみませんか
委
員
長
　
根
　
森
　
隆
　
雄

副
委
員
長
　
髙
　
山
　
浩
　
司

委
　
　
員
　
若
　
宮
　
佳
　
一

委
　
　
員
　
松
　
山
　
泰
　
治

委
　
　
員
　
沢
　
田
　
良
　
一

委
　
　
員
　
柏
　
田
　
雅
　
俊

委
　
　
員
　
三
　
浦
　
俊
　
哉

次
回
の
広
報
は
、

平
成
28
年
２
月

発
行
予
定
で
す
。

広
報
常
任
委
員
会

12月定例会は12月中旬開会予定です。
詳しくは議会事務局まで
TEL ６２ － ２１１１（代表）
日程が決まりしだい「五戸ちゃんねる」
五戸町ホームページでもお知らせします。

10
月
５
日
実
施

調
査
内
容

○
ひ
ば
り
保
育
園

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　「
ひ
だ
ま
り
」

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　「
素
心
苑
」

　
関
係
者
か
ら
現
在
の
管
理

運
営
状
況
に
つ
い
て
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
、
現
地
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

民
生
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査

ひ
ば
り
保
育
園
長
よ
り
説
明
を
受
け
る

10
月
21
日
実
施

調
査
内
容

○
県
道
五
戸
六
戸
線

　「
盛
立
地
区
」

○
国
道
４
５
４
号
線

　「
豊
間
内
地
区
」

　
関
係
者
か
ら
現
在
の
状
況

に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
な

が
ら
、
現
地
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

経
済
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査

盛
立
地
区
を
調
査

10
月
21
日
実
施

調
査
内
容

○
旧
又
重
小
学
校

○
空
き
家
の
実
態

○
旧
豊
間
内
小
学
校

　
関
係
者
か
ら
現
在
の
管
理

状
況
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
な
が
ら
、
現
地
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査

空
き
家
を
調
査


